
01 部屋の使用目的及び天井高さ、仕上げ色は確認したか。

レ レ レ

仕上げ色は照明率に大きく影響する。

02 器具型式は建築意匠と打合せ確認を行ったか。LED照明の採用についても同様。 ＬＥＤにするかＨｆにするかの確認は最も重要。

03 照度は適正か。照度計算はしたか。 壁面がガラス窓の場合、反射率が著しく低下するので注意を要する。

04 照度計算において保守率に周囲環境(良い､普通､悪い)を考慮しているか。 照度計算書参照。

05 照度計算において蛍光灯安定器の種類(PN､PH､PK､PX等)及び機能は確認したか。

06 器具の配置、器具間隔は照度均斉度を考慮しているか。 設計基準の最大器具取付間隔に納まっていることを確認する。

07 高天井照明器具は昇降装置の設備を考慮したか。 ＬＥＤは60,000時間の寿命があるため昇降は不要。

08 上記において安定器を別置にする場合、設置場所(EPS等)を検討したか。

09 高天井でランプ交換が困難な場合、長寿命(LED等)器具を検討したか。

10 照明器具の点滅は施設用途に合わせ検討したか。

11 事務室・会議室の窓側照明器具は他の器具と別の点灯回路となっているか。

12 廊下は1～2灯おきの点滅となっているか。

レ レ レ

13 玄関、EVホールに残置灯の配慮をしたか。

14 照明制御で初期照度補正制御を検討したか。

15 照明制御で外光(昼光)利用制御を検討したか。

16 照明制御でプログラムタイマ制御を検討したか。

17 照明制御で在/不在制御を検討したか。

18 廊下、ホール等の照明は人感センサによる点滅を考慮したか。 器具組込みがセンサーの選択。

19 トイレの照明は人感センサ及び換気扇連動を考慮したか。

20 大型器具、特殊器具の吊り方法は考慮したか。
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